
抑
留
中
作
業
　
測
量
の
助
手
、
製
材
工
場
、
■
瓦
工
場
、
建

築
、
水
道
工
事
、
自
動
車
工
場
の
建
設
な
ど

に
従
事

帰
国
後
　
　
　
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
二
十
日
頃
、
警
察
官
に

復
職

昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
付
を
も
っ
て
円
満

退
職

（
新
潟
県
　
中
村
甲
）

私
の
青
春
と
抑
留
記
　 新潟
県
　
松
井
徹
　 

ま
ず
、
こ
の
手
記
を
書
く
前
に
お
断
り
し
て
お
く
こ
と
は
、

す
で
に
数
版
発
行
さ
れ
た
『
平
和
の
礎
』
の
中
で
、
抑
留
者
の

方
々
の
シ
ベ
リ
ア
で
の
労
苦
、
重
労
働
、
加
え
て
食
糧
不
足

等
々
、
収
容
所
に
よ
り
大
同
小
異
、
ほ
と
ん
ど
語
り
尽
く
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
点
は
大
部
分
を
省
略
し
て
、

角
度
を
変
え
た
視
点
か
ら
拙
文
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

私
は
昭
和
十
六
年
六
月
、
徴
用
令
に
よ
り
舞
鶴
海
軍
工
■
造

船
部
に
配
属
さ
れ
た
。
こ
こ
は
駆
逐
艦
の
新
造
を
主
と
し
て
、

加
え
て
修
理
と
い
っ
た
工
場
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
新
造
船
に
係

わ
る
事
務
部
だ
っ
た
の
で
、
関
係
機
関
か
ら
来
る
新
造
艦
の
製

造
命
令
は
全
部
手
に
と
る
よ
う
に
分
か
る
部
署
で
、
当
時
と
す

れ
ば
極
秘
中
の
極
秘
だ
っ
た
。

新
造
船
が
完
成
す
る
と
日
の
丸
の
旗
で
進
水
を
祝
い
、
艤
装

工
事
が
終
わ
る
と
船
影
は
な
く
、
多
分
南
方
に
向
か
っ
た
の
か

な
と
想
像
し
て
い
た
。

二
、
三
ヵ
月
た
っ
て
、
横
腹
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
応
急
修
理

し
て
ド
ッ
ク
に
入
っ
て
い
た
姿
を
見
て
は
、
事
の
悪
化
を
自
分

な
り
に
想
像
し
て
い
た
一
時
代
だ
っ
た
。

昭
和
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日
、
徴
用
が
解
除
さ
れ
る
や
、

十
八
年
一
月
十
日
、
現
役
に
て
千
葉
県
市
川
市
国
府
台
野
戦
重

砲
兵
第
一
〇
一
三
部
隊
に
入
隊
。
一
期
検
閲
（
三
ヵ
月
間
）
の

教
育
を
受
け
、
終
わ
る
と
即
満
州
牡
丹
江
省
石
門
子
に
配
属
さ

れ
る
。
そ
の
時
点
で
は
す
で
に
戦
運
悪
化
し
て
、
本
隊
の
待
つ

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
行
く
予
定
が
海
上
封
鎖
さ
れ
、
陸
路
輸
送
も

寸
断
さ
れ
、
石
門
子
に
待
機
中
に
「
本
隊
玉
粋
」
と
の
悲
報
を



受
け
取
り
、
即
転
属
要
員
と
な
り
、
親
し
か
っ
た
戦
友
諸
氏
と

も
三
々
五
々
、
十
九
年
秋
、
チ
チ
ハ
ル
の
独
立
中
隊
に
転
属
を

命
ぜ
ら
れ
、
ま
た
そ
こ
で
二
度
目
の
初
年
兵
教
育
（
？
）
を
受

け
る
。
そ
の
こ
ろ
チ
チ
ハ
ル
は
ソ
連
の
制
空
権
下
に
あ
り
、
再
三
空

爆
さ
れ
る
の
を
郊
外
か
ら
見
て
い
た
。

戦
運
悪
化
は
、
中
隊
幹
部
に
は
状
況
判
断
が
で
き
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
あ
る
日
、
私
と
初
年
兵
二
人
は
中
隊
長
に
呼
ば
れ
、

「
実
は
家
族
を
内
地
に
送
り
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
手

元
人
員
も
少
な
い
の
で
君
た
ち
三
人
で
そ
の
任
務
を
遂
行
し
て

く
れ
」
と
の
命
令
。
家
族
は
婦
女
子
、
子
供
と
も
十
五
、
六
人

だ
っ
た
と
思
う
。
家
族
と
君
た
ち
の
食
糧
及
び
被
服
は
二
年
分

は
十
分
に
用
意
し
て
あ
る
と
、
五
十
ト
ン
貨
車
の
下
に
敷
き
詰

め
、
そ
の
上
で
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、

「
南
下
す
る
列
車
が
用
意
で
き
次
第
連
結
し
て
出
発
す
る
か
ら
、

く
れ
ぐ
れ
も
成
功
を
祈
る
、
よ
ろ
し
く
頼
む
」
と
中
隊
長
に
握

手
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
体
は
硬
直
す
る
ば
か

り
。そ
の
と
き
私
に
渡
さ
れ
た
の
が
ピ
ス
ト
ル
一
丁
と
実
弾
十

発
、
他
の
二
人
は
小
銃
と
実
弾
三
十
発
。
目
的
は
、
万
一
家
族

が
ソ
連
兵
の
手
に
か
か
る
よ
う
な
事
態
が
起
き
た
ら
、
今
渡
し

た
銃
で
君
た
ち
の
手
で
葬
っ
て
く
れ
と
、
こ
れ
ま
た
ビ
ッ
ク

リ
、
返
す
言
葉
も
な
く
受
け
取
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
今
で

も
そ
の
と
き
の
様
子
が
思
い
浮
か
ぶ
。

家
族
構
成
も
、
年
配
の
方
か
ら
近
々
出
産
予
定
の
若
妻

等
々
、
手
帳
に
住
所
、
氏
名
、
年
令
ま
で
全
部
記
入
し
て
い
た

の
だ
が
…
…
。

再
度
出
発
の
命
が
出
た
が
、
何
分
ソ
連
の
指
揮
下
に
な
っ
て

お
り
、
鉄
道
も
意
の
如
く
運
行
さ
れ
な
い
。

八
月
十
一
日
、
よ
う
や
く
列
車
が
発
車
し
車
中
生
活
が
始
ま

り
、
我
が
身
よ
り
家
族
の
体
調
等
が
心
配
で
一
睡
も
で
き
ぬ
あ

り
さ
ま
。
三
日
目
に
な
る
と
名
も
な
い
駅
で
ス
ト
ッ
プ
。
調
べ

て
み
た
ら
、
こ
れ
以
上
南
下
で
き
ぬ
と
宣
告
さ
れ
、
こ
の
地
で

武
装
解
除
す
る
と
の
命
令
で
し
た
が
、
同
行
の
家
族
が
、
こ
ん

な
所
で
降
ろ
さ
れ
る
の
な
ら
主
人
の
い
る
チ
チ
ハ
ル
に
帰
り
た

い
と
の
要
望
が
強
く
、
再
三
交
渉
の
結
果
、
枕
木
運
搬
用
の
無

蓋
車
な
ら
北
に
行
く
列
車
が
近
く
発
車
す
る
と
の
こ
と
で
、
や

む
な
く
食
糧
等
積
ん
だ
車
両
を
放
棄
し
て
無
蓋
車
に
乗
り
込



む
。
そ
の
と
き
支
給
さ
れ
た
も
の
は
毛
布
が
各
自
に
一
枚
。
雨

を
し
の
ぎ
な
が
ら
ま
た
元
の
チ
チ
ハ
ル
へ
到
着
。

待
っ
て
い
た
の
は
マ
ン
ド
リ
ン
（
連
続
七
〇
発
発
射
の
小

銃
）
を
持
っ
た
ソ
連
兵
。
身
に
付
け
て
い
る
物
す
べ
て
「
ダ
ワ

イ
ダ
ワ
イ
」
で
、
着
て
い
る
も
の
以
外
す
べ
て
没
収
さ
れ
、
大

事
な
手
帳
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
始
末
。
引
率
ご
家
族
の
名
簿

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
一
番
残
念
で
し
た
。

チ
チ
ハ
ル
で
民
間
人
と
軍
人
の
収
容
先
が
分
か
れ
、
そ
の
ま

ま
音
信
不
通
。
た
だ
後
日
、
妊
婦
さ
ん
が
無
事
出
産
さ
れ
た
こ

と
を
聞
き
、
当
時
と
し
て
は
朗
報
だ
っ
た
。

チ
チ
ハ
ル
収
容
所
で
は
約
一
ヵ
月
、
ソ
連
兵
の
「
東
京
ダ
モ

イ
」
の
号
令
で
駅
ま
で
行
進
。
道
路
の
両
側
で
日
本
人
婦
女
子

が
並
ん
で
「
一
緒
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
」
と
両
手
両
足
に
す

が
り
つ
き
泣
き
叫
ぶ
。
す
る
と
ソ
連
兵
が
近
づ
き
、
例
の
マ
ン

ド
リ
ン
で
お
ど
か
し
引
き
離
し
、
阿
鼻
叫
喚
の
修
羅
場
が
続

く
。
駅
ま
で
つ
い
て
き
た
親
子
の
悲
壮
な
顔
が
今
で
も
時
々
思

い
出
さ
れ
る
。
つ
い
最
近
の
出
来
事
の
よ
う
な
気
が
す
る
。

ま
た
、
年
数
回
の
残
留
孤
児
の
肉
親
捜
し
で
来
日
し
た
人
た

ち
も
、
当
時
は
二
、
三
歳
の
子
供
た
ち
だ
っ
た
か
と
思
う
と
、

テ
レ
ビ
を
見
る
た
び
に
当
時
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い
出
さ

れ
、
心
が
沈
む
よ
う
で
す
。

我
々
が
送
ら
れ
た
所
は
バ
ム
鉄
道
の
建
設
基
地
と
分
か
っ

た
。
チ
チ
ハ
ル
か
ら
六
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
入
っ
た

ネ
ー
ブ
ル
ス
カ
ヤ
の
手
前
の
収
容
所
。
三
千
人
く
ら
い
だ
っ
た

ろ
う
か
。
そ
こ
か
ら
奥
地
へ
奥
地
へ
と
転
進
さ
せ
ら
れ
る
と
、

ま
た
後
か
ら
入
っ
て
く
る
と
い
う
毎
日
だ
っ
た
。

食
糧
と
言
え
ば
い
ず
こ
も
同
じ
こ
と
、
二
百
グ
ラ
ム
の
黒
パ

ン
と
大
豆
の
塩
ゆ
で
ス
ー
プ
、
こ
れ
が
育
ち
盛
り
の
一
日
の
命

綱
。あ
る
日
、
米
が
配
給
に
な
る
と
の
報
に
大
歓
声
を
上
げ
て
喜

ん
だ
の
も
束
の
間
、
脱
穀
し
た
だ
け
の
米
だ
っ
た
。
日
本
人
の

器
用
さ
は
こ
の
と
き
始
ま
っ
た
。
山
か
ら
松
の
丸
太
を
切
り
出

し
、
昔
で
言
う
挽
き
臼
を
作
っ
て
白
米
に
仕
上
げ
、
白
米
が
配

給
さ
れ
た
と
き
は
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
ソ
連
兵
も
感
心
し

て
■
然
と
し
て
い
た
の
が
思
い
出
さ
れ
る
。

基
地
勤
務
の
た
め
か
バ
ム
鉄
道
が
竣
工
し
た
た
め
か
、
東
京

ダ
モ
イ
す
る
者
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
う
ら
や
ま
し
く
見

送
っ
た
も
の
だ
。
ソ
連
兵
で
も
親
切
な
人
が
い
た
。
名
前
は



ミ
ッ
シ
ャ
ー
。
彼
は
よ
く
情
報
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
必
ず
東

京
ダ
モ
イ
で
き
る
か
ら
健
康
に
注
意
す
る
よ
う
に
と
、
よ
く
食

糧
品
や
タ
バ
コ
の
差
し
入
れ
を
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

収
容
所
も
日
に
日
に
少
な
く
な
り
、
最
後
は
十
五
、
六
人
と

な
っ
た
。
あ
る
日
突
然
、
東
京
ダ
モ
イ
の
命
あ
り
。
前
記
ミ
ッ

シ
ャ
ー
が
ウ
オ
ッ
カ
を
持
っ
て
き
て
、
別
れ
の
乾
杯
を
し
た
と

い
う
懐
か
し
い
思
い
出
も
あ
る
。

ダ
モ
イ
の
車
中
、
バ
イ
カ
ル
湖
の
静
か
な
湖
は
、
帰
れ
る
喜

び
と
と
も
に
一
層
美
し
く
見
え
た
。

指
折
り
数
え
る
と
四
年
間
、
長
い
旅
だ
っ
た
。

ナ
ホ
ト
カ
か
ら
恵
山
丸
に
乗
船
。
舞
鶴
で
の
消
毒
に
は
参
っ

た
。終
わ
り
に
、
自
分
た
ち
だ
け
で
は
で
き
ぬ
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
を
思
う
と
き
、
シ
ベ
リ
ア
の
地
で
所
在
す
ら
不
明
の

諸
氏
の
こ
と
を
、
た
だ
た
だ
御
冥
福
を
祈
る
だ
け
の
微
力
し
か

な
い
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

生
年
月
日
　
　
　
　
大
正
十
一
年
六
月
八
日

入
隊
　
　
　
　
　
昭
和
十
八
年
一
月
十
日

入
ソ
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
年
十
月

抑
留
地
　
　
　
　
タ
イ
シ
ェ
ッ
ト
、
バ
ム

作
業
　
　
　
　
　
鉄
道
建
設

引
揚
げ
　
　
　
　
昭
和
二
十
四
年
九
月
十
日

引
揚
船
　
　
　
　
恵
山
丸

上
陸
地
　
　
　
　
舞
鶴

現

在

一
、
財
団
法
人
　
全
国
強
制
抑
留
者
協
会
評
議
員

一
、
財
団
法
人
　
全
国
強
制
抑
留
者
協
会
新
潟
支
部
監
事

一
、
全
抑
協
新
潟
県
中
越
地
区
協
議
会
、
長
岡
支
部
長

（
新
潟
県
　
大
塚
茂
）




